
日米 2,000 万アクティブユーザーが利用する
ニュースアプリの配信基盤に AWS のマネージドサービスをフル活用
1 日 4 回の定時配信でスケールするアクセスピークを自動制御

お客様導入事例：情報・通信業

スマートニュース株式会社

事業の拡大に合わせて
AWS のアーキテクチャを進化

“世界中の良質な情報を必要な人に送り届
ける”をミッションに、スマートフォン向け
のニュースアプリ『SmartNews』を提供す
るスマートニュース。2019 年 12 月時点
で月間アクティブユーザー数（MAU）は日
米で 2,000 万人を突破し、ダウンロード数
は日米合算で 5,000 万を記録しています。
自然言語処理や機械学習の技術要素を最大
限に活用しながら、アルゴリズムの力で重
要度を自動判断してニュースを配信してい
ます。
設立当初は、創業メンバーのエンジニアは 
1 名のみでしたが、今ではメンバーが増え
数十名ほどのエンジニアを技術領域ごとに
配置しています。それでも迅速にサービス
を提供するためには、インフラ管理に多く
のリソースを割くことはできません。そこ
で事業の成長に応じてサーバーリソースを
柔軟に拡張でき、マネージドサービスが充
実している AWS を採用しました。
初期は、Amazon EC2 や Amazon S3 など
を中心に活用し、規模の拡大に応じて  
Amazon RDS や Amazon ElastiCache な
どのマネージドサービスを積極的に採用し
ていきました。アメリカ版『SmartNews』の
提供を始めた 2014 年頃からは、世界規模
のサービスを実現するために CDN を導入
してアーキテクチャを改善。以来、Amazon 
Auro ra、Amazon  DynamoDB、AWS 
Lambda など利用しながら進化を続けてい
ます。

1 日 4 回訪れるアクセスピークに
Amazon EC2 Auto Scaling で対応

『SmartNews』のシステムは現在、ニュース
配信と広告配信の 2 つがあり、それぞれ記
事や広告を配信したり、検索を実行したり
する“オンライン処理”と、記事の収集と分
析を実行する“オフライン処理”に分かれて
います。
オンライン処理とオフライン処理の基盤は
ともに Amazon EC2 を中心に構成し、現在
は 1,000 以上の EC2 インスタンスが稼働
しています。「EC2インスタンスは Amazon 
EC2 Auto Scaling で管理し、動的にインス
タンスを追加したり削除したりしながらリ
ソースの最適化を図っています」と語るの
はエンジニアリングマネージャ SRE 担当
の尾形暢俊氏です。近年はコンテナを導入
し、Amazon EC2 の代わりに  Amazon 
Elastic Container Service (ECS) を一部で
採用しています。
アプリと直接やりとりするオンライン処理
は、読者のユーザビリティーに影響するこ
とから特にスピードを重視しています。
『SmartNews』の場合は朝、昼、夕方、夜と、
1 日 4 回のプッシュがあり、これをトリ
ガーにピークタイムが訪れます。そのため、
ニュースを配信する API サーバーは 4 回
のピーク時間の前にスケールアウトし、
ピーク終了時にスケールインしながら運用
しています。「スケールアウトが容易な  
AWS でなければ、ピークに対応することが
できませんでした」と尾形氏は語ります。
国民的行事やスポーツのビッグイベント、

著名人の吉報・訃報などがあった際には号
外ニュースを配信します。この場合、さらに
アクセスが増加することから専用のプログ
ラムを用意して自動的にスケールアウトを
実行しています。
「号外検知のシステムが配信を自動検知す
ると 5 分以内を目標に EC2 インスタンス
をスケールアウトしています」（尾形氏）
オンラインのバックエンドでは、ユーザー
の行動ログやアクションログなどをすべて 
Amazon Kinesis、Amazon ElastiCache、イ
ベントログ収集ツールなどを経由して  
A m a zo n  S 3  に蓄積。データに対して  
Amazon EMR で分析処理を実行して  
Amazon S3 に書き戻したり、クエリエン
ジンを用いて BI ツールで分析しています。
オフライン処理では、契約した媒体の
ニュース記事を集めて Amazon Kinesis 経
由で専用プロセスに渡し、Amazon Cloud-
Search で記事のテキストを分析してプロ
ダクトフォームを解析したり、サムネイル
画像を生成したりしています。

RI とスポットインスタンスで
EC2 インスタンスのコストを最適化

大量の EC2 インスタンスを利用する同社で
は、定額月額料金のリザーブドインスタン
ス（RI）と、余剰の EC2 インスタンスを入札
制で利用するスポットインスタンスを活用
しながらコストの最適化を図っています。
「現在、RI のカバー率は 80% を超えていま
す。EC2 インスタンスは、3 ヶ月に一度の頻
度で棚卸しをしながら RI の比率を高める
ように運用しています。RI の活用で、オン
デマンドインスタンスと比べて 50% のコ
スト削減が実現しました。スポットインス
タンスは主にオフライン処理の Amazon 
EMR での分析やクエリエンジンのワー
カーノードでの利用が中心です」（尾形氏）
このように同社が創業期から長年にわたり 
AWS を使い続けている理由は、豊富なマ
ネージドサービスによりインフラエンジニ
アが開発業務に集中できることと、現場の
ニーズにマッチした新サービスが次々とリ
リースされることです。現在、AWS のエン

タープライズサポートを活用し、月に 1 回
の頻度でテクニカルアカウントマネー
ジャーから最新のマネージドサービスの紹
介を受けながら、同社で利用できそうなも
のをピックアップしているといいます。
「全社のポリシーとして AWS を前提に開
発を進め、エコシステムも AWS 向けに作
り込んでおり、AWS 以外の選択肢はありま
せん。マネージドサービスを採用する一番
の理由は圧倒的な安心感です。困った時で
も簡単に作り直したり、サポートで対応い
ただけたりするのでとても助かっていま
す」（尾形氏）

踏み台サーバーと IAM アカウントを自動連携し
重要なサーバーへのアクセスを制限

ニュース配信に求められるセキュリティ対
策については 踏み台サーバーを用意して、
ユーザーとユーザーのアクセス権限を管理
する AWS Identity and Access Manage-
ment (IAM) で作成したアカウントを同期
しています。AWS のアカウントを持つエン
ジニアはすべてのサーバーにアクセス可能
ですが、会計に関するログを管理するサー
バーなど、監査上重要なサーバーへのアク
セスは制限しています。
同社は今後も AWS の最新のサービスを活
用しながらアーキテクチャを進化させてい
く方針です。将来的にはすべてのサービス
を Amazon Elastic Kubernetes Service 
(Amazon EKS) を用いてコンテナ化し、より
効率的なリソース活用を目指すといいます。
さらに現在、前年比 5 倍のペースでユー
ザーを獲得しながら急成長しているアメリ
カ市場への展開に向けて、アメリカ向けの
アプリ開発や US リージョンを用いたマル
チリージョン化を検討しています。尾形氏
は「現在、US 向けのサービスも東京リー
ジョンの基盤から提供しているため、アメ
リカと日本間の長距離通信となっていま
す。US ユーザーのエクスペリエンスを向
上するためにも、2020 年度中にはニュー
ス配信のオンライン処理を優先に US リー
ジョンのインスタンスで実行する方向で検
討を進めています」と話します。

スマートフォン用ニュースアプリ『SmartNews』の開発ならびに運用を行っているス
マートニュース株式会社。2012 年の設立以来、ニュースの配信基盤に AWS を利用
しています。事業の拡大に合わせてマネージドサービスを活用し、日米で 2,000 万ア
クティブユーザーにニュースを配信しています。1,000 以上の EC2 インスタンスから
なる基盤は、Amazon EC2 Auto Scaling と独自の運用自動化ツールによって 1 日 
4 回のピークに対応。同時に、リザーブドインスタンスとスポットインスタンスを活用
してコストの最適化も図っています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  Amazon EC2 Auto Scaling
●  Amazon ECS ●  AWS Lambda
●  Amazon S3
●  Amazon DynamoDB
●  Amazon Aurora
●  Amazon Kinesis
●  AWS IAM

ビジネスの課題
● 迅速なサービス提供
● インフラ管理の負荷軽減
● 月間アクティブユーザー数 2,000 万人
を超えるニュースアプリの安定運用

● ニュースの配信ピークに合わせたス
ケーリング

AWS を選択した理由
● サーバーリソースの柔軟な拡張
● 充実したマネージドサービスによる管
理負荷の軽減

● マネージドサービスを利用することの
安心感

● 新サービスのリリーススピードの速さ
● エンタープライズサポートによる情報
提供

AWS 導入後の効果と今後の展開
● Amazon EC2 Auto Scaling による動
的インスタンス管理の実現

● 突発的なアクセスピークが発生する号
外ニュースへの対応の実現

● リザーブドインスタンスやスポットイン
スタンスの活用によるコストの最適化

● 踏み台サーバーと AWS IAM の同期に
よるセキュリティ強化

● Amazon EKS を用いたコンテナ化へシ
フトを検討
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創業期から長年にわたり AWS を使い続けている理由は、豊富なマネージド
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スマートニュース株式会社 エンジニアリングマネージャ SRE 担当　尾形 暢俊 氏

お客様導入事例：情報・通信業

カスタマープロフィール

スマートニュース株式会社
● 設立年月日： 2012 年 6 月 15 日
● 資本金： 61 億円
● 事業内容：『SmartNews』を中心とした
スマートフォンアプリケーションの開
発・運営、インターネットサービスの開
発・運営

スマートニュース株式会社
エンジニアリング
マネージャ SRE 担当

尾形 暢俊 氏


